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①大学新時代の扉を開く
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日本の様式美から生まれたネックレス

DESIGNED BY TASAKI

BAK日F日誌布

日本が誇るアコヤ真珠をふんだんに用い、カットを施した

クリスタルと組み合わせた、デ)エツトタイプのネックレス

「港布(BAKUFU) 」 。

巻く、結ぶといったつけ方で、装いに合わせて自分好み

の多彩なスタイルを楽しめます。

日本の様式美をコンセプトにして作られた「湊布」は

日本が誇るブランドを世界にアピールするために設け

られた「新日本様式」 100選に、ジュエリ-で唯一

選出された新感覚のネックレスです。

四百困荘園
Tokyo Kobe NewYork Antwerp HongKong Beijing Shaれghai Taipei

お問い合わせ/お客様サービス窓口 霞iO120-111-446 (受付時間平日9:00-17:00) www.tasaki.co.jp
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なんでもできそず
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譲怒艶聞。

神戸マツダ
神戸市兵庫区東柳原町3-1 0

丁E」.0了8-6了1 -501 1

ビアンテの詳しい情報は

ホームページをご覧ください。

http://www.mazda-hg「.co,jp

轟廣〃

陪ア
ヽ

クラストップの大空間
・シ2000c〔クラスミニハン〈う列シート国産乗用町)てクラストノブの室内空間召出

怪内長∵室内瑠・室内館より室内空間召出を弾出iう008年4月マツダ網へ)

繊陸田弱電霧妙醇鰯。
題勒駒韻饗臨職務弼奇診⑪
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1 958年神戸市に生まれる。 1 984年京都市立芸術

大学修士課程修了。 「 98「年より京阪神をはじめとし

て各地で個展、グループ展を開催。 「アートナウ」 (兵庫

県立近代美術館) 、 「水戸アニュアルi92」 (水戸芸術

館) 、 「震災と表現展」 (芦屋市立美術博物館)などの展

覧会にも出品。 「 994年に社会と芸術を結ぶ新たな仕

組みを創る「C.A.P. (芸術と計画会議)」 (2002年4月

にN PO法人化)を設立しその代表も務める。

「to mizube」

丁l
・∠

今
日
も
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す

\.▲ 一

)

音し、

一{一・ )

_二上」臆_三」
「Domain-house」

4

A富をァート・レジェンド▼b獲。5

■e茎e案喜田

杉山知子
「元気の木」

震災1 0年目の2005年。 「元気の木」

は震災復興記念事業のシンボルオブ

ジェとして制作しました。

外側の砦のような大きな木には、どん

な出来事にも変わることのない 人々

の営みを、そして内側の若々しい木に

は、これからの新しい神戸の可能性を

込めました。今はそんな「元気の木」

で、子どもたちはご機嫌に遊んでくれ

ています。
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登って遊ぶことができる、この

色鮮やかな作品は、株式会社

ロツケフィールド神戸本社に

ある「元気の木保育室」の前

庭に設置されている。材質

は、繊維強化プラスチック。
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石板春生「素描〈女のいる風景〉」
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CON丁EN丁S

8 i音嘉を学ぶか

大学新時代の扉を開く

杉原左右一先生(関西学院大学〉

鈴木正幸先生(近大姫路大学)

名物教授の誌上鱗義

松井淳先生(甲南大学)

会則達夫先生(神戸山手大学)

後藤正治(神戸夙川学院大学)

加藤一彦先生(大手前大学)
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大学の今

関西学院大学、甲南大学、神戸夙川学院大学、流通科学大学、

大手前大学、神戸山手大学

Art Legend 杉山知子

FRONT ART ’石板春生

目次

アンクラージュ御影

第1 0回アグーナリー開催

平成2〇年度湊」 i i神社楠公案

発売以来大好評の「クリアアサヒ」

神戸商工会議所 女性経営者倶楽部 創立10周年

美容室エリザベス創業60周年

サロン・ド・美宝

赤いリボン&ル・クランブル22周年記念感謝パーティ

イベントスケジュール
i

63 1 KOBEの本棚

64 , KOBECCO2008 瀬戸和夫 川崎麻衣

くらしと健康 神戸市医師会公開講座⑲

風さやか

でん太の教えてドクター㊥

<連載>おもしろ浮世絵講座・江戸人の遊び心⑲

造型の妙技「新形三十六怪撰」中右瑛

<連載>海船港 今秋も華麗な外国クルーズ船が続々と 上月i庄二郎

<連載>漫画 情熱の洋菓子職人 比屋根毅物語⑦ 佐藤晴美

<連載>コーヒーカップの耳⑳ 文・出石アカル絵・菅原流人題字・六事明峰

<連載>神戸異人館物語夜明けのハンター⑳ 文・三条杜夫 絵・谷口和布

KOBECCOサンバチーム

967 耳よりKOB巨

子ども環境サミットin KOBE/桑名晴子LiVE,/大和松蒔′′

Young60sof Pearl City Kobe 神源 串の助

KOBECCOグルメ

法人会員ニュース

百店会だより

有馬歳時話

コウベスナップ

142 定期購読のご案内・編集後記

143; PleSent

2○○8年了月の貴方のby真希発売

湊川神社 宝物殿を訪ねて⑦, 「卯花成胴丸」

今月の表紙 甲南大学先端生命工学研究所のDNAニ垂らせんモニュメント。

新キャンパスへ移転して新学部と連携する予定。

撮影/スタジオブロックス
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今、 を何
Wh割† 5heu漢d乱せ

大学が大きく変わろうとしています。

今回の大学特集では、神戸、阪神閏

の大学の「今」を語っていただくとと

もに、名物教授に登場いただいて、

講義の内容や研究の内容をお話しし

ていただきました。

「学ぶこと」の楽しさを思い出してく

ださい。

国産重器

den†§ Leam?

題漢屯
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【
関
西
学
院
大
学
】

関西学院大学 学長 関西学院大学理学部卒業後、同大学院商

杉原左右一さん語諜競諜崇蒜慧嵩撃
から関学で教鞭をとり、これまで商学部長

や総合教育研究室長、図番館長などを務め

る。 2○○8年、関西学院大学学長に就任

「
≡
a
s
十
の
モ

十
〇
「

S
O
干
く
i
o
①
(
奉
仕
の
た
め
の
練
達
)
」

学
び
、
そ
し
て
社
会
に
役
立
て
る

キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
教
育
理

念
と
使
命
感

大
学
で
学
ぶ
目
的
は
、
も
ち
ろ
ん
学

問
を
究
め
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ

と
同
時
に
、
自
己
を
確
立
し
、
進
む
べ

き
方
向
を
見
出
す
こ
と
に
も
あ
り
ま

す
。
大
学
は
、
「
何
の
た
め
に
勉
強
す
る

の
か
」
「
何
の
た
め
に
生
き
る
の
か
」
を

自
問
す
る
場
所
で
も
あ
る
の
で
す
。

こ
の
問
い
に
は
一
定
不
変
な
正
解
は

あ
り
ま
せ
ん
。
学
生
一
人
ひ
と
り
が
答
え

を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
。関

西
学
院
大
学
に
は
そ
の
大
き
な

指
針
が
あ
り
ま
す
。
関
西
学
院
第
4

代
院
長
の
C
・
l
・
し
・
べ
ー
ツ
先
生
の
言

葉
で
、
関
学
の
モ
ッ
ト
ー
「
M
a
S
亡
e
r
y

王
O
r
 
S
e
r
V
王
C
e
(
奉
仕
の
た
め
の

練
達
)
」
で
す
。
学
ぶ
こ
と
は
自
分
自
身

の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
の
役
に

立
つ
た
め
で
あ
る
。
人
生
に
迷
っ
た
時
、

目
標
を
失
っ
た
時
、
こ
の
言
葉
が
関
西

学
院
の
学
生
た
ち
を
、
そ
し
て
卒
業
生

た
ち
を
勇
気
づ
げ
、
励
ま
し
て
き
ま
し

た
。
関
西
学
院
大
学
学
則
第
1
章
第

1
条
に
「
広
く
知
識
を
授
け
る
と
と
も

に
深
く
専
門
の
学
芸
を
教
授
研
究
し
、

キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
基
づ
い
て
人
格
を

陶
冶
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
あ

り
ま
す
。
学
生
に
キ
リ
ス
ト
教
信
徒
に

な
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
キ
リ
ス
ト
教
主
義
教
育
に
よ
っ
て

人
間
形
成
を
行
う
。
1
8
8
9
年
、
ア
メ

リ
カ
人
宣
教
師
W
・
R
・
ラ
ン
バ
ス
博
士

に
よ
り
創
立
さ
れ
て
以
来
1
1
9
年

間
、
こ
の
教
育
理
念
と
使
命
感
は
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

分
野
の
枠
を
越
え
た
知
識
と
国
際
的

な
視
野
を
培
う

受
験
生
は
、
偏
差
値
で
進
路
を
判

断
し
、
記
憶
力
に
主
眼
が
置
か
れ
が
ち

な
勉
強
を
重
ね
て
大
学
に
入
学
し
て

き
ま
す
。
ま
た
、
文
系
ま
た
は
理
系
に

偏
っ
た
知
識
を
持
ち
、
思
考
力
を
養
う

訓
練
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
そ
も
そ
も
文
系
、
理
系
と
い
う
区

別
は
、
単
に
便
宜
上
の
も
の
で
、
人
間

が
関
わ
る
多
く
の
問
題
は
そ
れ
ら
が
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Wh句†与IloUid与lしI e岬も

圃

融
合
し
た
も
の
で
す
。
私
が
よ
く
引
用

す
る
例
に
、
地
球
温
暖
化
問
題
、
地
球

環
境
保
全
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
問
題
に
取
り
組
む
た
め
に
は
文
系
と

理
系
の
基
礎
的
知
識
を
合
わ
せ
持

ち
、
問
題
の
所
在
を
正
し
く
認
識
し
、

か
つ
ど
の
よ
う
に
問
題
を
解
決
す
べ
き

か
を
提
案
す
る
能
力
が
必
要
で
す
。
知

識
量
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
も
の
で

す
。
こ
の
こ
と
は
、
他
の
多
く
の
問
題
に

も
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。人

類
が
大
き
な
問
題
を
抱
え
る
現

代
社
会
。
大
学
で
は
、
専
門
分
野
の
勉

強
と
並
行
し
て
、
異
学
問
分
野
に
関
す

る
基
礎
知
識
を
持
つ
こ
と
や
、
国
際
的

な
視
野
を
持
っ
て
物
事
を
捉
え
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
未
知
な
る
問
題
の
解
決

に
あ
た
る
意
欲
と
創
造
的
な
発
想
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
社
会
人
を
育
て
る

こ
と
が
、
2
 
1
世
紀
の
大
学
が
担
う
大
き

な
役
割
り
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

変
革
期
を
迎
え
た
関
西
学
院
大
学

少
子
化
社
会
を
迎
え
、
関
西
学
院

大
学
も
大
き
な
変
革
期
に
あ
る
と
い

薩囲聞

来年創設1 20周年を迎える関西学院大学

え
ま
す
。
い
か
に
し
て
新
し
い

時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
魅
力

あ
る
大
学
づ
く
り
を
展
開

す
る
か
が
課
題
で
す
。

2
0
0
8
年
4
月
に
は
関

学
9
番
目
の
学
部
「
人
間

福
祉
学
部
」
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
社
会
福
祉
学
科
、

社
会
起
業
学
科
、
人
間
科

学
科
の
3
学
科
か
ら
な
り
、

「
M
a
S
七
e
r
y
 
f
O
r
 
S

e
r
V
l
c
e
」
の
精
神
を
実
践

す
る
学
部
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
経
済

学
部
と
法
学
部
が
連
携
し

た
経
法
連
携
コ
ー
ス
と
し

て
、
地
域
政
策
コ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。
大
学
院
に
は
人
間
福
祉
研
究
科

や
、
経
営
戦
略
研
究
科
博
士
課
程
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。
先
端
社
会
研
究

所
も
新
設
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
新
し
い

試
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
ル
ー
ツ
を
同
じ
く

す
る
聖
和
大
学
と
2
0
0
9
年
に
法

人
合
併
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
教
育
学
部
、

及
び
大
学
院
教
育
学
研
究
科
の
開
設

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
合
政

策
学
部
に
は
都
市
政
策
学
科
と
国
際

政
策
学
科
、
理
工
学
部
に
は
数
理
科

学
科
と
人
間
シ
ス
テ
ム
工
学
科
や
、
生

命
科
学
科
に
生
命
科
学
専
攻
、
生
命

医
化
学
専
攻
の
新
設
を
予
定
し
、
ま

す
ま
す
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
「
英
語
の
関
学
」
と
よ
ば
れ
、

国
際
性
を
特
徴
の
一
つ
と
し
て
き
た
本

学
な
ら
で
は
の
国
際
系
の
学
部
開
設

も
2
0
1
0
年
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
に
な
る
た
め

に
は
、
大
志
を
抱
き
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

を
持
っ
て
学
び
、
自
分
自
身
に
力
を
つ

け
る
こ
と
が
第
一
歩
で
す
。
そ
の
力
を
も

っ
て
初
め
て
、
他
者
を
助
け
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
す
。
そ
う
い
っ
た
人
材
の
育

成
が
関
西
学
院
大
学
の
誇
り
で
す
。
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【
甲
南
大
学
】

▲
回
り
i

田
圃

甲南大学 平成3年京都大学工学部卒業。スウ工-テン

先端生命工学研究所 王立ルンド大学研究員を経て平成6年東京

理工学部機能分子化学科大学大学院工学系研究科修士課程修了、同
年広島市立大学情報科学部助手。平成1 2年

甲南大学理学部講師となり、平成1 5年から

は甲南大学先端生命工学研究所兼任教員を

兼務。平成1 9年より現職。博士(工学) 。専門

分野は、生体関連化学とバイオセンサー

准教授

松井 淳さん

ば
食
品
分
析
の
分
野
で
、
地
下
水
や
土

壌
で
あ
れ
ば
環
境
分
析
の
分
野
で
、
血

液
で
あ
れ
ば
医
薬
の
分
野
で
役
立
つ
こ

と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
捕
ま
え
た
ら

色
が
変
わ
る
と
い
う
様
々
な
仕
組
み
を

試
し
て
い
る
段
階
で
す
。
リ
ト
マ
ス
試
験

紙
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
世
間
を
騒
が

せ
た
餃
子
中
毒
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
も
、

こ
の
技
術
が
実
用
化
さ
れ
れ
ば
、
短
時

間
に
現
場
で
特
定
の
農
薬
を
検
出
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
い
え
ま
す
。

12

社
会
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
時
、

学
生
の
目
が
輝
く

2
0
0
9
年
4
月
、
甲
南
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
が

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
開
設
予
定
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
っ
て
何
?

新
学
部
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
?

松
井
先
生
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

松
井
先
生
の
研
究
内
容
に
つ
い
て

お
話
し
く
だ
さ
い
。

特
定
の
分
子
だ
け
を
識
別
す
る
こ

と
が
で
き
る
機
能
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
研

究
で
す
。
分
子
の
型
を
抜
い
た
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
な
の
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が

混
ざ
っ
た
中
か
ら
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
に
あ

る
特
定
の
成
分
だ
け
を
捕
ま
え
て
取

り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
農

作
物
の
残
留
農
薬
や
地
下
水
に
混
じ
っ

た
除
草
剤
な
ど
を
見
つ
け
出
し
ま
す
。

対
象
が
農
作
物
や
果
汁
な
ど
で
あ
れ

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
学
部

生
命
化
学
科
と
は
ー

私
た
ち
が
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
体
の
中
で
無
数
の
化
学
反
応
が
起

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
た
だ
し
、
ゴ
チ
ャ

ゴ
チ
ャ
に
起
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

反
応
し
て
欲
し
い
物
同
士
が
反
応
し
て

欲
し
い
時
に
、
秩
序
を
持
っ
て
反
応
し
て

い
る
か
ら
人
間
が
生
き
て
い
け
る
の
で

す
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
の
体
内
の
分
子

が
反
応
す
る
べ
き
相
手
を
識
別
で
き
る

か
ら
可
能
な
こ
と
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ

エ
ン
ス
学
部
は
、
こ
の
よ
う
な
生
命
の
精

巧
な
仕
組
み
か
ら
様
々
な
こ
と
を
学
ぼ

う
と
い
う
も
の
で
す
。
科
学
の
歴
史
を

例
に
と
れ
ば
、
飛
行
機
。
鳥
が
飛
ん
で
い

る
の
を
見
て
昔
の
人
は
「
空
を
飛
び
た

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



Who† ShOUld Sluden†sしea「n?

い
な
あ
」
と
思
い
、
真
似
を
し
て
羽
ば
た

い
て
い
ま
し
た
が
、
失
敗
ば
か
り
。
そ
こ

で
発
想
を
転
換
し
、
羽
ば
た
き
を
や

め
、
羽
を
固
定
し
ま
し
た
。
代
わ
り
に
プ

ロ
ペ
ラ
や
ジ
ェ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
を
付
け
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
今
の
飛
行
機
が
あ
り

ま
す
。
新
学
部
は
生
命
に
学
び
、
「
す

ご
い
な
あ
」
と
言
う
だ
け
で
な
く
、
そ
こ

に
新
し
い
発
想
を
付
け
足
し
て
い
き
ま

す
。
私
の
研
究
は
生
命
を
お
手
本
に
す

る
に
あ
た
り
、
分
子
が
分
子
を
識
別
す

る
と
い
う
点
に
着
目
し
ま
す
が
、
各
教

員
が
生
物
学
的
、
化
学
的
、
物
理
学
的

…
 
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
で
着
日
し
、
研
究

し
ま
す
。
そ
れ
ら
を
発
展
さ
せ
れ
ば
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て
社
会
の
様
々
な
分

野
で
役
立
つ
も
の
が
作
れ
ま
す
。

新
学
部
で
は
ど
の
よ
う
な
教
育
を

目
指
し
て
い
る
の
で
す
か
。

兵庫県下の高校へ出向き、実験指導を行う

生
命
を
お
手
本
に
し
て
、
学
生
一
人

ひ
と
り
が
興
味
の
あ
る
切
り
口
で
基
礎

か
ら
応
用
ま
で
を
学
び
ま
す
。
基
礎
の

段
階
で
「
何
の
た
め
に
こ
ん
な
勉
強
を

す
る
の
だ
ろ
う
1
」
と
い
う
疑
問
を
持

ち
、
目
的
や
動
機
、
意
欲
を
失
う
と
い

う
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
ね
。
新
学
部
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、
応
用
の
先
に
は
企
業

の
研
究
開
発
が
あ
り
、
社
会
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
社
会
が
今
、
求
め

て
い
る
も
の
は
何
か
、
そ
れ
に
対
し
て
何

を
し
な
く
て
ほ
な
ら
な
い
か
が
基
本
に

な
っ
て
い
ま
す
。
生
命
か
ら
基
礎
を
学

ぶ
こ
と
が
将
来
的
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
小
さ
な
回
路
を
作
る
こ
と
に
役
立

つ
、
副
作
用
の
な
い
薬
の
開
発
に
つ
な
が

る
、
新
し
い
医
療
機
器
を
作
る
の
に
役

立
つ
な
ど
、
目
的
が
見
え
て
く
る
と
学

ぶ
こ
と
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。

近
年
、
産
業
界
で
求
め
ら
れ
る
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
は
非
常
に
複
雑
に
な
っ
て
い
ま

す
。
教
員
が
用
意
し
た
練
習
用
の
課
題

や
実
験
だ
け
を
こ
な
す
受
け
身
中
心

の
教
育
で
は
、
即
戦
力
に
な
る
人
材
を

育
て
る
の
は
難
し
い
。
私
た
ち
は
1
年

生
か
ら
「
キ
ミ
た
ち
は
研
究
者
だ
!
」

と
い
う
姿
勢
を
持
っ
て
学
生
に
接
し
、

新
た
な
最
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
作
り

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
の
育
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

最
先
端
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
発
表
す
る

場
を
持
ち
、
反
響
を
得
る
こ
と
が
き
ま

す
。
「
次
は
こ
う
し
て
み
よ
う
」
と
い
う

動
機
づ
け
に
な
り
、
新
し
い
発
想
が
生

ま
れ
ま
す
。
実
行
す
る
に
は
新
た
な
基

礎
学
習
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の
循

環
が
大
切
な
の
で
す
。

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
と
い
う
環
境
は
了

甲
南
大
学
は
初
め
て
岡
本
を
出
て
、

新
キ
ャ
ン
パ
ス
を
創
り
ま
す
。
神
戸
医

療
産
業
都
市
構
想
の
リ
サ
ー
チ
・
研
究

開
発
ゾ
ー
ン
内
で
、
次
世
代
ス
ー
パ
ー
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
立
地
予
定
地
に
隣
接
し
て

い
ま
す
。
企
業
の
研
究
開
発
施
設
も
多

く
、
バ
イ
オ
研
究
の
集
積
地
と
し
て
も

注
目
さ
れ
る
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
は

「
学
習
す
る
こ
と
が
社
会
と
直
接
つ
な

が
っ
て
い
る
」
と
学
生
が
生
身
で
感
じ
、

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
で
す
。
島

全
体
が
キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
。
私
自
身
の
経

験
か
ら
も
い
え
る
の
で
す
が
、
社
会
に

必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
時
、
学

習
意
欲
が
生
ま
れ
ま
す
。
必
要
と
さ
れ

る
物
を
作
っ
て
い
る
時
の
学
生
の
目
は

輝
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
そ
の
輝
き

を
大
切
に
し
、
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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